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県
労
連
は
６
月
２
８
日
、
全
労
連

「最
賃
デ
ー
」
の
実
施
に
合
わ
せ
、
「６

５
２
分
」
の
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
や
労

働
局
要
請
を
含
む
『統
一
行
動
』
を
行

い
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
訴

え
ま
し
た
。

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
訴
え

｢

６
５
２
分｣

の
統
一
行
動
を
実
施

最賃高知
労働局前集会の様子

統
一
行
動
の
ス
タ
ー
ト
は
労
働
局
前

宣
伝
か
ら
。
田
口
委
員
長
の
挨
拶
後
、

高
知
一
般
、
こ
う
ち
生
協
労
組
、
県
教

組
、
県
国
公
、
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
か

ら
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
への
決

意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
ち
生

協
労
組
の
古
田
副
委
員
長
は
「こ
う
ち

生
協
の
パ
ー
ト
労
働
者
は
主
た
る
生
計
者

と
し
て
家
計
を
支
え
て
い
る
者
も
多
く
、

男
性
の
パ
ー
ト
労
働
の
応
募
が
増
え
て
き

て
い
る
。
し
か
し
、
今
の
最
低
賃
金
で
は

家
計
を
支
え
る
事
は
で
き
ず
、
健
康
で

文
化
的
な
生
活
も
送
る
こ
と
は
が
で
き

な
い
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

労
働
局
要
請
で
は
、
安
倍
内
閣
は
発

表
し
た
成
長
戦
略
「日
本
再
興
戦
略
」で

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
明
記
し

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
７
月
２
日
に
開
催

予
定
の
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で

の
諮
問
に
お
い
て
、
最
低
賃
金
の
決
定

者
で
あ
る
労
働
局
長
か
ら
、
高
知
県
の

状
況
な
ど
も
踏
ま
え
、
具
体
的
な
「引

選
挙
の
月
。
そ
こ
で
拙
句

「
負
担
増
　
選
挙
行
か
ね

ど
　
つ
い
て
く
る
」。
投
票

は
一
瞬
だ
が
、
悪
政
は
一

生
と
は
言
わ
な
い
が
か
な
り
長
期
に
わ
た

る
。
当
面
、
国
政
選
挙
が
な
い
か
ら
な

お
更
だ
▲
今
の
選
挙
制
度
で
は
、
国
民

の
多
数
の
支
持
が
な
く
て
も
多
数
議
席

を
占
め
て
し
ま
う
。
四
割
で
八
割
と
批

判
し
て
み
て
も
、
「議
席
は
議
席
」。
そ

れ
が
「白
紙
委
任
」
で
暴
走
し
だ
す
▲
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
「下
駄
を
は
か
せ
る
た
め
」、

年
金
基
金
、
郵
貯
の
財
源
で
株
を
買
う

禁
じ
手
を
使
っ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
憲
法
九
六
条
改
正
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
、

原
発
再
稼
働
は
争
点
隠
し
で
後
景
に
。

自
公
で
過
半
数
さ
え
押
さ
え
れ
ば
、

維
新
な
ど
と
協
力
し
て
正
面
突
破
で
き

る
と
踏
ん
で
い
る
▲
某
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の

会
長
は
、
「前
」
に
な
っ
て
も
自
民
党
の

公
認
に
固
執
。
公
認
す
る
政
党
の
ブ

ラ
ッ
ク
度
も
問
わ
れ
る
。
三
六
五
日
二

四
時
間
働
け
を

（比
喩
と
し
て
も
）
モ
ッ

ト
ー
に
す
る
会
社
は
、
「限
定
正
社
員
」

で
「首
切
り
自
由
」
を
合
法
化
し
、
「ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
で

「名
ば
か
り
店
長
」、
「サ
ー
ビ
ス
残
業
」

を
合
法
化
す
る
政
策
の
先
取
り
を
し
て

い
る
だ
け
だ
か
ら
だ
▲

「小
泉
」
で
懲
り

た
は
ず
の
悪
政
を
ま
た
許
す
の
か
国
民

は
！
嘆
き
節
も
分
か
る
が
、
政
治
は
あ

き
ら
め
た
ら
負
け
。
「た
か
が
一
票
さ
れ

ど
一
票
」。
一
票
の
重
み
を

「悪
政
」
に

突
き
付
け
て
み
よ
う
。
そ
れ
を
託
す

「受
け
皿
」
は
あ
る
は
ず
。
（田
）
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一般労働者の賃金･中央値と比べた最低賃金の水準 （％）

低すぎる

日本の最低賃金

第
２
回
最
賃
審
議
会
開
催
さ
れ
る

７
月
２
日
、
中
央
最
低
賃
金
審
議

会

（中
賃
）
の
開
催
に
合
わ
せ
、
午
後

５
時
よ
り
第
２
回
高
知
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
（地
賃
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

き
上
げ
」
要
請
を
行
う
よ
う
に
求
め
ま

し
た
。
し
か
し
労
働
局
側
は
、
引
き
上

げ
要
請
に
つ
い
て
は
「中
央
に
倣
え
」
の

構
え
を
崩
さ
ず
、
参
加
者
の
怒
り
を

買
い
ま
し
た
。

ま
た
、
原
則
公
開
の
規
則
に
基
づ
い

た
、
審
議
会
の
運
営
を
強
く
求
め
ま
し

た
。

　
「（中
賃
の
へ諮
問
で
）厚
労
大
臣
が
大

幅
引
き
上
げ
要
請
」を
す
る
と
の
情
報

も
あ
り
、
地
賃
で
の
労
働
局
長
の
諮
問

発
言
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
結
局
は
「安
倍
内
閣
の
日
本
再
興

計
画
に
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
盛
り

込
ま
れ
た
事
を
受
け
、
審
議
を
お
願
い

す
る
」
と
い
っ
た
内
容
に
終
わ
り
ま
し

た
。最

後
に
「審
議
に
当
た
っ
て
は
、
中
賃

の
「目
安
」
を
最
も
重
要
な
要
素
の
一

つ
と
し
て
扱
う
。
」
と
い
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
最
賃
法
で
は
、
「地
域

の
実
情
」
と
「生
計
費
」
「支
払
能
力
」

の
３
つ
が
金
額
決
定
の
要
素
で
す
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
賃
の
「目
安
」

が
重
要
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「中

賃
目
安
に
い
く
ら
上
乗
せ
す
る
か
」と
い

う
議
論
が
結
局
は
地
賃
の
中
心
議
題
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
露
呈
し
ま
し
た
。 要請の様子
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い
よ
い
よ
投
票
間
近
の
参
議
院
選
挙

｢特別号｣
参議院選挙 選挙で願いの

～選挙行動でくらしと雇用･地域を守ろう～

７
月
２
１
日
は
参
議
院
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
私
た
ち
の
運
動
は
、
政
治
と
密

接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
「政
治
闘
争
」は
重
要
な
闘
い
で
す
。
県
労
連
は
「政

党
支
持
自
由
」
の
原
則
を
守
り
な
が
ら
、
政
党
選
択
の
基
準
や
政
党
の
政
策
・
実

績
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
要
求
を
前
進
さ
せ
る
政
党
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
正
体
見
え
た

品目 値上がり幅

家庭用小麦粉 ２～７％

食用油
１キロ当たり２０円

以上

パン ２～７％

マヨネーズ
２～９％、１キロ当

たり４０円程度

ハム、ソーセー

ジ、ピザ
平均７～８％

ラーメン（外食） 25%

高級ブランドの

革製品
平均８％

電気･ガス料金

電気２７～１１６

円、ガス５７～８２

円

航空運賃
繁忙期１９００円～

８０００円

７月１日からの主な値上げ

株主名（敬称略） 主な保有株 試算増加額

柳井正とその家族 ユニクロ 10,345億円

孫正義 ソフトバンク 6,562億円

三木谷浩史夫妻 楽天 3,806億円

福田光秀とその家族 アイフル 1,075億円

木下恭輔とその家族 アコム 1,242億円

半年で資産はこんなに増加

安
倍
首
相
は
「１
０
年
間
で
国
民
所

得
を
１
５
０
万
円
増
や
す
」
と
、
あ
た

か
も
年
収
が
増
え
る
か
の
よ
う
に
宣
伝
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
真
っ
赤
な

ウ
ソ
で
す
。
国
民
所
得
は
年
収
と
違

い
、
大
企
業
の
儲
け
や
行
政
に
よ
る
公

共
工
事
への
投
資
で
も
増
加
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
た
と
え
国
民
所
得
が
増
え
た

と
し
て
も
、
国
民
の
年
収
が
増
え
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
見
せ
か
け

の
甘
い
言
葉
に
騙
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。ユ

ニ
ク
ロ
会
長
の
柳
井
氏
は
、
こ
の
間

１
兆
円
も
の
資
産
を
増
や
す
一
方
で

（別
表
）、
「年
収
１
０
０
万
円
時
代
の

到
来
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
付
加
価

値
の
付
け
れ
な
い
労
働
者
は
低
賃
金
で

も
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
の
で
す
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
、
格
差
と
貧
困
を
拡
大
し

た
小
泉
改
革
の
拡
大
版
で
す
。

実現を！

「ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
への
評
価
は
争
点
の

一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
争
点
は
円
安
株

高
を
無
理
矢
理
演
出
し
た
「ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
争
点
隠
し

を
見
破
り
、
総
合
的
な
判
断
を
下
し

ま
し
ょ
う
。

安
倍
首
相
は
「ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景
気

は
回
復
し
て
い
る
」
と
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
当
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
良
く
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
確
か
に
、
株
価
の
上
昇
や

円
安
は
進
み
ま
し
た
が
、
そ
の
恩
恵
を

受
け
た
の
は
一
部
の
輸
出
大
企
業
だ
け

で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
そ
の
効
果

は
あ
ら
わ
れ
て
お
ら
ず
、
賃
金
は
低
下

憲
法
改
正
も
重
要
な
争
点

大
き
な
争
点
は
「憲
法
改
正
」で
す
。

自
民
党
は
、
憲
法
９
６
条
（憲
法
改
正

の
条
件
）
を
改
正
し
、
憲
法
を
変
え
や

す
く
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
（３
分
の
２

か
ら
２
分
の
１
へ変
更
を
狙
う
）。
こ
れ

は
手
続
き
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
権
力
者
に
好
き
勝
手
を
さ
せ
な
い

（各
国
と
も
厳
し
い
制
限
を
持
つ
）
と
い

う
憲
法
の
立
憲
主
義
を
否
定
す
る
も
の

多
く
の
争
点
抱
え
た
選
挙

し
た
ま
ま
で
す
。

新
生
銀
行
の
調
査
で
も
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
小
遣
い
は
３
万
８
千
円
と
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
最
低
を
更
新
す
る
な
ど
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
は
冷
え
切
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
円
安
は
輸
入
製
品
の
高
騰
を
引

き
起
こ
し
、
燃
料
代
や
電
気
料
金
、
そ

し
て
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
料
品
の
価
格

を
高
騰
さ
せ
て
い
ま
す
。
（別
表
）

大
企
業
が
大
も
う
け
し
て
も
、
内
部

留
保
と
し
て
た
め
込
み
、
労
働
者
に
は

還
元
さ
れ
ま
せ
ん
。
大
企
業
優
遇
の
政

で
す
。

自
民
党
の
狙
い
の
本
丸
は
憲
法
９
条

の
改
正
で
す
。
国
防
軍
を
保
持
し
、
ア

メ
リ
カ
と
共
に
国
外
で
戦
争
が
出
来
る
し

く
み
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
二
度

と
戦
争
に
加
わ
ら
な
い
と
誓
っ
た
憲
法

９
条
は
世
界
的
に
見
て
も
先
進
的
な
憲

法
で
あ
り
、
被
爆
と
い
う
哀
し
い
歴
史

を
繰
り
返
さ
な
い
為
の
も
の
で
す
。
民

主
主
義
の
根
幹
を
歪
め
る
憲
法
改
正
に

待
っ
た
を
か
け
、
平
和
と
民
主
主
義
が

守
ら
れ
る
国
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

策
か
ら
転
換

し
、
労
働
者
と

中
小
企
業
に
利

益
が
循
環
さ
れ

る
仕
組
み
を
求

め
ま
し
ょ
う
。

国名 主な改正手続き

日本 各院の２／３以上の賛成⇒国民投票（過半数の賛成）

アメリカ 各院の２／３以上の賛成⇒３／４以上の州議会の承認

フランス 各院の過半数の賛成⇒両院合同会議で３／以上の賛成

ドイツ 連邦議会の２／３以上の賛成⇒連邦参議院の２／３以上の賛成

イタリア 各院過半数の賛成⇒各院２／３以上の賛成

カナダ 各院の過半数の賛成⇒２／３以上の州議会の承認

デンマーク 国会の過半数の賛成⇒総選挙⇒国会の過半数の賛成⇒国民投票

韓国 国会の２＼３以上の賛成⇒国民投票

各国の主な憲法改正手続き

年
収
１
５
０
万
円
増
は
ウ
ソ

年
収
１
０
０
万
円
時
代
に
く
さ
び
を
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課題 自民 民主 維新 公明 みんな 共産 生活 社民

憲法９６条改正 ● △ ● △ ● ○ ○ ○

消費税増税 ● ● ● ● ● ○ ○ ○

原発再稼働･新増設 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

TPP参加 ● ● ● ● ● ○ ○ ○

各政党の態度（賛成･容認●、慎重△、反対○）

ネ
ッ
ト
選
挙
っ
て
？

候 補 者 政 党 一 般 有 権 者

ウ ェブ サ イ ト ○ ○ ○

SN S ○ ○ ○

電 子 メー ル △ △ ×

有 料 ネッ ト広 告 × ○ ×

情

報

発

信

方

法

ネッ トで 選 挙 運 動 が出 来 る人

参
議
院
選
挙
か
ら
一
般
有
権
者

や
候
補
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
選
挙
運
動
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
特

定
の
候
補
者
への
投
票
を
呼
び
掛
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
労
働
規
制
緩
和

の
危
険
性
や
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
ご
ま
か

し
、
原
発
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
点
を
知

ら
せ
る
た
め
、
労
組
や
個
人
の
ブ
ロ

グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
大
い
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。（全

労
連
、
県
労
連
の
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
下
さ
い
）

　

※未成年の選挙活動は禁止です。

※一般有権者はメールでの選挙運動はできません。

※ＨＰや電子メールを印刷して配布してはいけません。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
実
績
を
見
れ
ば
明
ら
か

狙
わ
れ
る
労
働
法
制
の
緩
和
に
ス
ト
ッ
プ
を
！

政
党
を
選
ぶ
際
に
重
要
視
さ
れ
る
の

は
「公
約
」
で
す
。
し
か
し
、
政
党
の

「公
約
破
り
」
が
横
行
す
る
中
で
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
や
普
天
間
基
地
等
の
問
題
で
は
、
中

央
方
針
と
地
域
議
員
の
態
度
が
異
な

り
、
有
権
者
は
混
乱
し
て
い
ま
す
。

高
知
県
は
、
中
山
間
が
多
く
、
一
次

産
業
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
は
大
変
重
要
な
問
題
で
す
。
衆
議

院
選
挙
で
は
、
自
民
党
高
知
県
連
は

「Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」
と
い
う
態
度
で
３

人
の
当
選
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
終
的
に
は
安
倍
首
相
に
判
断
を

一
任
す
る
と
い
う
形
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
への
参

加
は
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

高
知
選
挙
区
の
自
民
党
候
補
者
は

「Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
反
対
だ
が
、
交
渉
参
加
に

は
賛
成
。
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
。
そ

れ
が
で
き
な
け
れ
ば
脱
退
も
辞
さ
な

い
。
」と
い
う
態
度
を
取
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
間
の
自
民
党
の
実
績
を
見

れ
ば
Ｔ
Ｐ
Ｐ
への
対
応
は
明
ら
か
で
す
。

一
介
の
新
人
議
員
が
自
民
党
の
方
針
を

覆
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

安
倍
首
相
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
３
本

目
の
矢

『成
長
戦
略
』
と
し
て
「労
働

法
制
の
緩
和
」
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
「企

業
が
世
界
一
活
動
し
易
い
国
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
低
賃
金
で
解
雇
自
由

な
「限
定
正
社
員
」
や
労
働
時
間
規
制

を
撤
廃
す
る
「フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」の

導
入
を
画
策
し
、
低
賃
金
・長
時
間
労

働
や
不
安
定
雇
用
、
そ
し
て
格
差
を

さ
ら
に
拡
大
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
労
働
法
制
の
緩
和
は
、
ま
さ
に

経
団
連
が
求
め
る
政
策
そ
の
も
の
で
す
。

今
の
政
府
は
、
国
民
よ
り
も
大
企
業
と

資
産
家
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
意
向
を

限定正社員とは？

働く場所を限定した正

社員で、 無期雇用で

はあるが、 働く場所が

閉鎖等になれば、解雇

される。 その際には、

通常の解雇制限ルー

ルが適用されない。

法案名 趣旨 自民 民主 維新 公明 みんな 共産 生活 社民

平成24年度一般会計補正

予算及び特別会計予算案

大企業支援と国際増発による大型公共事

業推進
● ○ ● ● ○ ○ ○ ○

所得税法等改正案 大企業･資産家優遇税制を拡大するもの ● ● ○ ● ● ○ ● ○

地方税法等改正案
復興支援策として被災地特区政策の延長

や大企業税制優遇が盛り込まれる
● ● ● ● ● ○ ● ●

地方交付税法等改正案

地方公務員給与削減を強要し、生活保護

費など社会保障関係費の大幅な削減を強

いるもの

● ● ● ● ● ○ ● ○

マイナンバー関連4法案

国民の社会保障給付や納税等を1つの個

人番号で管理する。情報漏れや｢なりすま

し｣が多発する危険がある

● ● ● ● ● ○ ○ ○

消費税転換特措法案
”消費税の転換を阻害”する宣伝･広告を

禁止するもの
● ● ○ ● ○ ○ ○ ○

生活保護改正法案

書類による申請と資料の添付や親族の扶

養義務、扶養義務者への資産報告など、

生活保護を受けにくくするもの

● ● ● ● ● ○ ● ○

安倍政権下の成立法案に対する各党の態度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（●は賛成、○は反対）

「至
上
命
題
」
と
し
て
国
民
に
痛
み
を

押
し
つ
け
て
い
ま
す
。
参
議
院
選
挙
の

比
例
代
表
候
補
に
、
「３
６
５
日
、
２
４

時
間
働
け
」
「昼
休
み
を
取
る
店
長
は

二
流
」
な
ど
、
労
働
者
を
使
い
捨
て
に

す
る
経
営
方
針
で
の
し
上
が
り
、
つ
い
に

は
過
労
自
死
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
責
任

も
ロ
ク
に
取
ら
な
い
、
「ワ
タ
ミ
」の
前
会

長
が
決
定
し
た
こ
と
は
、
端
的
に
そ
の

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
な
き
資
本
主
義
で
労
働
者
が

使
い
捨
て
ら
れ
る
社
会
か
ら
の
転
換
を

求
め
、
労
働
法
制
を
緩
和
さ
せ
る
政
策

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

ウ
ソ
で
塗
り
固

め
ら
れ
た
「公
約
」

を
見
破
り
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
本

当
に
守
れ
る
政
党

を
「実
績
」
か
ら
導

き
出
す
こ
と
が
必

要
な
選
挙
と
な
っ

て
い
ま
す
。



(4）２０１３年７月５日　　　　　   　　　　高　知　県　労　連　　   　  　　　　　　　ＮＯ．１５４

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、
機

関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、
県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
（ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
）
締
め

切
り
は
８
月
５
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時事川柳を募集中！

　

１
５
３
号
の
答
え
は
「コ
ロ
マ
ガ
エ
」

で
し
た
。
当
選
者
は
以
下
の
方
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【当
選
者
】

　
　
　　

　
　

藤
原　

昌
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

島
田　

佳
幸　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

武
井　

美
冬　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

来
年
も
寝
不
足
確
実
サ
ッ
カ
ー
観
戦

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

川柳コーナー

おたよりの紹介

選
挙
ま
で
公
的
資
金
で
株
支
え

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（源
朝
光
）

オ
ス
プ
レ
イ
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
は
市
長
の
み

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（源
朝
光
）

『働くものの学習交流集会』

ルネサス前での早朝宣伝の様子

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
枠
に
入
る

文
字
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は

何
で
し
ょ
う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
風
通
し
の
い

い
―
―
な
住
ま
い
　
②
量
よ
り
○

○
　
③
利
き
酒
で
―
―
す
る
　
④

【ヨコのカギ】

①スイーツ　③

必殺――人　⑤

人馬――の見事

な跳躍　⑦暗くむ

ごたらしいこと　

⑨木を伐って生

○私の祖父は戦争で４人の兄弟を亡くしました。もう二度と戦

争は嫌です。憲法九条について学習し、理解した上で選挙

に参加したいです。 南国自治労連 （Ｋ･Ｕ）

大
企
業
栄
え
て
滅
ぶ
は
民
の
み
か

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（牧
師
）

○クロスワードのマス目の番号が見えにくいのは、 私の老眼のせ

い？問題文 （新聞も） はよく見えるのに･･･。 越知町職労 （Ｍ･Ｆ）

○サービス残業に給与カット...毎日クタクタです。↓↓↓室戸市職

労 （Ｍ･Ｔ）

○先週も今週も雨の日が多く、梅雨らしくなってきましたが、ム

シムシせず肌寒い日もあるので、コロモガエも途中で止まって

しまっています。 香美市職労 （Ｋ･Ｙ）

○桜図書カード目当てに、中１の息子がクロスワードにチャレ

ンジしました。た、初めてすぐに手が止まり「ねぇ、これ何？」

の連発...辞書を片手に奮闘しましたがそれでも埋まらず、家

族総出であ～でもないこ～でもないと頭をフル回転。最後はイ

ンターネットに向かっています。パソコンって便利ですね～！

息子の努力が報われますように （笑） 四万十町職労 （K･Y）

　
い
つ
も
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
最
近
の
傾
向
で
は
、
機

関
紙
の
感
想
等
を
記
入
す
る
と
当

選
率
が
高
く
な
る
よ
う
で
す
。

○９条号を発見し、追いかけ激写を試みましたが失敗！次こそがん

ばります！！高知県教組（Ｙ･Ｓ）

才
能
に
優
れ
将
来
が
期
待
さ
れ

る
少
年
　
⑥
寒
暖
差
が
大
き
い

―
―
性
気
候
　
⑧
鉱
山
で
金
を

―
―
　
⑩
ぶ
つ
ぶ
つ
文
句
を
言
う

こ
と
　
⑬
○
○
あ
れ
ば
苦
あ
り

計を立てる人　⑪○

○悪、○○っぱり　

⑫――浄土　⑭平

和の使者と言われ

る鳥　⑮良心に反

する行為は――で

す

投
票
が
ス
マ
ホ
で
で
き
る
と
思
っ
て
た

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（牧
師
）

白
票
は
何
の
効
果
も
な
い
で
す
よ
！

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（牧
師
）

ｉｎ徳島

70名の参加で大成功！

６
月
２
２
日
か
ら
２
３
日
に
か
け
、
第
１
５
回

「働
く
も
の
の
学
習
交
流
集
会
」ｉ
ｎ徳
島
が
開
催

さ
れ
、
四
国
各
地
か
ら
約
７
０
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
『お
金
と
し
あ
わ
せ
』。
「幸

福
は
衣
食
住
が
揃
っ
て
こ
そ
感
じ
る
事
が
で
き
、

そ
し
て
１
人
で
は
な
く
周
り
に
仲
間
や
家
族
が
い

て
こ
と
感
じ
る
事
が
で
き
る
」
と
、
講
演
で
の
十

枝
徳
島
県
学
習
協
会
長
の
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
ミ
ニ
運
動
会
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
徳
島
大
学
の
吉
岡
さ
ん
の
手
解

き
で
、
グ
ル
ー
プ
を
国
に
見
立
て
、
較
差
と
搾
取

の
仕
組
み
を
学
ぶ
「貿
易
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
ま
し

た
。
仕
事
や
地
域
の
枠
を
超
え
、
青
年
同
士
が

交
流
で
き
た
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

集会後の集合写真


